
【静岡県立掛川工業高等学校】 

令和６年度 第４回 学校運営協議会（報告） 

日時：令和７年２月７日（金） 

午前 10 時 30 分～11 時 40 分 

会場：掛川工業高校 小会議室 

１ 開会 

  ・校長挨拶 

 

２ 学校からの連絡・報告事項 

  ・学校行事について 

・進路実績報告について 

・工業教育の充実について 

  ・部活動実績報告について 

 

Ａ委員： 掛川工業はどの地区から求人依頼があるのか。 

学 校： 県内西部地区の他愛知県からも求人依頼がある。 

 

Ｄ委員： ＤＸハイスクールについて教えてほしい。 

学 校： 文部科学省の事業であり、デジタル人材育成を目指している。 

         本校では、デジタル機器の整備と高度外部人材の活用を検討している。 

Ｂ委員： 大学においても情報系に人気が集まり、機械系は人気が落ちている。 

 

Ｅ委員： 部活動の活動日数はどうなっている。 

学 校： 部活動ガイドラインに沿って休養日を設けており、19 時 30 分完全下校して

いる。 

 

３ 学校関係者評価について 

「令和６年度学校経営報告者」について副校長から説明 

 

Ｂ委員： 家庭学習の習慣のある生徒が 43％であり、将来が心配になる。 

       入学生へのアンケートから、イベントに参加した生徒が入学している。 

         

Ｅ委員： 欠席連絡が楽になっているが、学校から少しでもアクションがあるとよい。 

     中学生にとって「なにか楽しそう」が伝わることが大切である。 

 

４ その他 

  Ｄ委員：学校運営協議会委員を有効に使って欲しい。先生や生徒とディスカッション

などする機会があれば良いと思う。その中でお互いに新たな気づきが生まれ

ると思う。 

 



Ｂ委員：少子化や授業料無償化の影響が今後出てくる。掛川工業高校としての対策を

早めに考えておく必要があるのではないか。 

 

Ａ委員：掛川工業高校は地域の産業界にとって必要な学校である。地域を巻き込んで

検討していく必要がある。 

 

５ 閉会・諸連絡 

(1) 議事録について 

後日、ホームページに掲載する。 

 

(2) 令和７年度の予定 

第１回 令和７年６月２日（月）を予定 

   ※1 か月前を目途に案内を送付する。 


